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2018年度の事業計画について　　朝陽同窓会　幹事長　吉村　悟（₇回）

近い所で小規模な賃貸事務所を借り、
100周年記念事業準備室を開設し、100周
年誌の編纂を始めると共に、100周年記
念事業の打ち合わせ、各同期会の幹事会
の会合、ブリッジなどの趣味の会の利用
などにお使い頂くことを考えております。

　しかし一方ではより便利な集いの場を
確保するとの望みは捨てていません。国
や都などのあらゆる施設を探し、或は同
窓会生のご厚意に甘えて施設を確保する
など、最大限の努力をしてゆくつもりで
す。

　100周年記念事業に関しては既に記念
音楽会の開催準備や100周年史編纂委員
会は発足しましたが、それ以外に今年は
記念祝賀会のための準備委員会を設立し
ます。

　我々の先輩校である小石川高校が今年
100周年を迎え、京王プラザホテルで800
名参加の祝賀会を開催するとのことです。
我々の90周年記念の時には300名規模の
祝賀会を開催しておりますので、更にそ
れを倍増する参加者を集め、盛大に創立
100周年を祝いたいと思っております。

　その他今年もホームカミングデー開催
や総会、朝陽クラブや戸山新宿交流戦、
東京校歌祭など盛りだくさんなイベント
を開催します。皆様方の大勢のご参加を
お持ち申し上げます。

　尚年会費の増収も喫緊の課題でありま
す。朝陽記念募金に目を捉われがちです
が、年会費の増収を行い、朝陽同窓会の
財務基盤を確固たるものにする必要があ
ります。今年は会費集金の方法の再検討
や同窓会員への意識付けを行い、皆様方
と共にこの問題に取り組んでゆきたいと
思います。

　昨2017年度は創立100周年記念事業を
更に一歩前進させた年です。１億円を目
標とした募金活動は、昨年度末で約４千
500万円に達し、目標達成に希望が持て
る成果を挙げました。また朝陽奨学金の
給付や館山寮の改修など様々な100周年
記念事業を展開し、母校からも多大な感
謝の意を受けております。
－　前年に続く朝陽奨学金の給付
－　館山寮船倉改築・竹藪伐採
－　ホームカミングデー２年目の開催
－　記念音楽会と100周年誌編纂の準備
開始

　また100周年記念事業以外のものでも、
例年以上の催しがあり、大勢の同窓生が
参加しました。
－　「朝陽」66号発行
－　総会と19回生の記念講演開催
－　母校の「進路部通信」への寄稿
－　戸山新宿交流戦の開催
－　５朝陽支部総会の開催
－　�キャリアガイダンスで卒業生講演12

名
－　朝陽祭出展
－　第25回校歌祭参加
－　朝陽クラブ開催３回
－　同窓生母校講演開催１回

　今年度は軌道に乗り始めた100周年記
念事業を更に展開する年です。まず為す
べきは募金活動の加速化です。今年度は
募金第Ⅱ期の最後の年であり、１年間で
２千万円を集めたいと計画しております。

　集めた募金はまず先に朝陽奨学金の増
額に使用します。経済格差の波は母校の
生徒へも押し寄せております。何とか支
給額を増やし、他都立高校同窓会並みと
したいと考えております。

　集いの場の創設に関し、今年は母校に
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